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会
長
（
日
本
地
域
医
療
学
会
副
理
事
長
・
Ｊ

Ａ
新
潟
厚
生
連
あ
が
の
市
民
病
院
院
長
）
が

学
会
長
を
務
め
、「
地
域
で
学
び　

地
域
に

活
か
し　

み
ん
な
で
育
み
紡
ぐ　

未
来
希
望

の
地
域
医
療
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
全
国
か

ら
多
く
の
地
域
医
療
関
係
者
が
参
集
し
た
。

　

学
術
集
会
学
会
長
が
藤
森
会
長
で
あ
る
こ

と
か
ら
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
が
実
現
し

た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
「
国
保
診
療
施
設
の
相
互

の
共
通
問
題
な
ど
を
研
究
討
議
し
、
地
域
包

括
医
療
・
ケ
ア
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
住
民
の
保
健
、
医
療
、
介
護
、
福

祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し

て
平
成
28
年
か
ら
開
催
し
、
今
年
で
９
回
目

と
な
る
。

　

今
年
度
は
、
県
内
外
の
市
町
村
、
国
保
診

療
施
設
関
係
者
約
１
０
０
名
が
参
加
し
、
学

術
集
会
学
会
長
を
務
め
る
新
潟
県
国
診
協
藤

森
会
長
に
よ
る
「
学
会
長
講
演
」
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
お

ら
が
街
の
実
践　

地
域
医
療
、
地
域
包
括
ケ

ア
」
を
テ
ー
マ
に
布
施
新
潟
県
国
診
協
副
会

長
（
魚
沼
市
立
医
療
公
社
理
事
長
）
を
は
じ

め
５
名
の
演
者
か
ら
発
表
が
行
わ
れ
、
地
域

医
療
・
地
域
包
括
ケ
ア
に
必
要
な
こ
と
、
大

切
な
こ
と
を
参
加
者
が
共
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。

【
学
会
長
講
演
】

�

藤
森
勝
也
　
学
会
長

　

地
域
医
療
は
単
な
る
医
療
提
供
に
と
ど
ま

ら
ず
、
地
域
と
と
も
に
発
展
し
、
住
民
の
健

康
と
暮
ら
し
を
支
え
る
営
み
で
あ
る
。

　

そ
の
実
現
に
は
、
①
地
域
に
根
差
し
た
人

材
育
成
②
多
職
種
連
携
に
よ
る
包
括
的
な
医

療
・
介
護
・
福
祉
の
提
供
③
地
域
特
性
に
応

じ
た
課
題
解
決
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
医
療
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
に

は
、
医
療
従
事
者
の
持
続
可
能
な
働
き
方
の

確
保
や
若
手
育
成
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た

取
組
が
求
め
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
超
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
・
Ｄ
Ｘ
の
進
展
と
い
っ
た
社
会
変
化
の

中
に
あ
っ
て
も
、「『
ヒ
ト
の
心
』
や
『
人
間

性
』
を
土
台
と
し
た
医
療
の
重
要
性
は
変
わ

　

新
潟
県
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
協
議
会

（
以
下
、
新
潟
県
国
診
協
）
は
、
令
和
７
年

10
月
12
日
（
日
）
新
潟
市
「
朱
鷺
メ
ッ
セ
・

新
潟
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い

て
、
第
４
回
日
本
地
域
医
療
学
会
学
術
集

会
（
以
下
、
学
術
集
会
）
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
企
画
と
し
て
、
令
和
７
年
度
医
療
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　

学
術
集
会
は
新
潟
県
国
診
協
の
藤
森
勝
也

学会長講演
藤森　勝也　会長（あがの市民病院長）

『
地
域
で
学
び
、
地
域
に
活
か
し
、

�

み
ん
な
で
育
み
紡
ぐ
、
未
来
希
望
の
地
域
医
療
』

令
和
７
年
度
新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協
議
会

�

医
療
セ
ミ
ナ
ー
開
催

�

～
日
本
地
域
医
療
学
会
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
～
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ら
な
い
。」
と
思
い
を
述
べ
た
。

　

地
域
で
学
び
、
地
域
に
活
か
し
、
み
ん
な

で
育
み
な
が
ら
、「
持
続
可
能
で
希
望
あ
る

地
域
医
療
の
実
現
に
向
け
た
継
続
的
な
取
組

み
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
語
っ
た
。

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

「
お
ら
が
街
の
実
践

地
域
医
療
、
地
域
包
括
ケ
ア
」

　
地
域
医
療
魚
沼
学
校

　
　
━
住
民
こ
そ
医
療
資
源

�

布
施
克
也
　
副
学
会
長

　

魚
沼
市
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
「
地

域
医
療
魚
沼
学
校
」
は
、
住
民
・
医
療
者
・

行
政
が
一
体
と
な
り
地
域
医
療
を
支
え
る
人

材
を
育
成
す
る
取
組
と
し
て
、「
住
民
こ
そ

医
療
資
源
で
あ
る
」
と
の
理
念
に
基
づ
き
、

住
民
、
多
職
種
、
学
生
が
共
に
学
ぶ
場
を
構

築
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

　

講
座
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
医

療
・
介
護
・
福
祉
の
分
野
を
超
え
た
相
互
理

解
を
促
進
し
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た

対
話
と
実
践
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
人
生
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
の
普
及
に

も
取
り
組
み
、「
わ
た
し
の
想
い
ノ
ー
ト
」

の
活
用
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
養
成
、
市

民
公
開
講
座
な
ど
を
通
じ
て
、
住
民
主
体
の

意
思
決
定
支
援
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
参
加
者
は
延
べ
４
万
人
を
超
え
、「
学
生

が
学
ぶ
」「
多
職
種
が
学
ぶ
」「
住
民
が
学
ぶ
」

と
い
う
三
種
の
学
び
の
仕
組
み
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。

　

地
域
医
療
学
校
は
地
域
社
会
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
の
た
め
に
「
み
な
が
当

事
者
と
し
て
学
ぼ
う
」
と
い
う
取
組
み
で
あ

り
、
市
民
病
院
が
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
推
進
の
た
め
の
人
材
育
成
・
連
携
推
進
拠

点
で
あ
る
こ
と
」
を
目
指
し
て
い
る
と
発
表

し
た
。

　

令
和
７
年
５
月
30
日（
金
）～
31
日（
土
）、

松
江
市
「
ホ
テ
ル
一
畑
」
に
お
い
て
、
第
39

回
地
域
医
療
現
地
研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
。

「
神
話
の
歴
史
と
ふ
る
さ
と
で
地
域
医
療
・

ケ
ア
を
語
る
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
、

約
２
７
０
名
の
国
保
直
診
関
係
者
が
参
集
し

た
。

　

１
日
目
の
開
校
式
で
は
、
全
国
国
診
協
小

野
会
長
、
国
保
中
央
会
原
理
事
長
に
よ
る
挨

拶
の
後
、「
雲
南
市
立
病
院
」「
雲
南
市
立

病
院
附
属
掛
合
診
療
所
」「
鍋
山
交
流
セ
ン

タ
ー
」
へ
の
視
察
研
修
を
行
い
、
住
民
主
体

の
地
域
医
療
づ
く
り
の
取
組
み
例
に
つ
い
て

学
ん
だ
。

　
「
雲
南
市
立
病
院
」
で
は
、「
地
域
医
療
人

育
成
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
、
研
修
医
、
医

学
生
に
対
し
て
研
修
・
実
習
を
行
い
、高
・
中
・

小
学
生
に
対
し
て
は
、
職
場
体
験
を
積
極
的

に
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
雲
南
市
の
施
策
と
連
携
し
、
人
材

育
成
と
人
材
確
保
、
課
題
解
決
の
フ
ィ
ー
ル

ド
の
提
供
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
等
を
応
援
し
て
お

り
、
多
様
な
取
組
み
か
ら
10
年
前
と
比
較
す

る
と
、
常
勤
医
師
数
は
約
２
倍
と
な
り
、
経

営
状
況
も
改
善
し
た
。
２
日
目
は
「
～
人
口

減
少
社
会
へ
の
挑
戦　

地
域
共
生
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
～
」
を
テ
ー
マ
に
全
体
討
議

が
行
わ
れ
、
雲
南
市
立
病
院
西
院
長
が
地
域

全
体
で
の
取
組
み
の
重
要
性
を
語
り
、
２
日

間
の
全
日
程
を
終
了
し
た
。

シンポジウム
布施　克也　副会長

（魚沼市医療公社理事長）

雲南市立病院

第
39
回
地
域
医
療
現
地
研
究
会（
島
根
県
）
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会場の様子（和歌山城ホール）

第
65
回
全
国
国
保�

�

地
域
医
療
学
会
（
和
歌
山
県
）

《
メ
イ
ン
テ
ー
マ
》

『
人
口
減
少
地
域
の
生
活
を
守
る
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
』

　

令
和
７
年
10
月
３
日（
金
）～
４
日（
土
）、

和
歌
山
市
「
和
歌
山
城
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、

第
65
回
全
国
国
保
地
域
医
療
学
会
が
開
催
さ

れ
た
。「
人
口
減
少
地
域
の
生
活
を
守
る
地

域
包
括
医
療
・
ケ
ア
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

約
千
名
を
超
え
る
関
係
者
が
参
加
し
た
。

　

１
日
目
の
口
演
発
表
「
地
域
資
源
（
環
境

等
）
と
の
関
わ
り
を
主
と
し
た
地
域
連
携
に

関
す
る
も
の
」
で
は
、「
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
に
お
け
る
人
口
急
減
地
域
で
の
健
康

問
題
と
国
保
診
療
施
設
が
担
う
べ
き
準
備
の

検
討
」
と
題
し
、
藤
森
会
長
が
、
本
県
国
診

協
運
営
委
員
と
の
連
名
で
県
内
施
設
を
対
象

と
し
た
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。

　

調
査
結
果
で
は
、
高
齢
化
率
は
32
～
45
％

と
高
く
、
主
な
健
康
課
題
と
し
て
、
①
認
知

症
高
齢
者
の
増
加
、
②
筋
骨
格
系
疾
患
の
増

加
、
③
医
療
ア
ク
セ
ス
の
悪
化
、
④
在
宅
医

療
の
増
加
、
⑤
経
済
的
困
窮
な
ど
の
課
題
が

挙
げ
ら
れ
、
そ
の
対
応
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ａ

Ｉ
の
活
用
、
運
動
の
推
進
、
介
護
基
盤
の
充

実
、
医
療
・
介
護
・
行
政
の
連
携
強
化
、
経

済
的
支
援
が
重
要
と
さ
れ
、
今
後
は
、
国
や

行
政
に
よ
る
支
援
の
も
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ

の
活
用
を
含
め
た
体
制
整
備
が
求
め
ら
れ
る

旨
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

ま
た
、「
当
院
血
液
透
析
患
者
に
お
け
る

低
栄
養
の
評
価
」
と
題
し
、
魚
沼
市
立
小
出

病
院
の
布
施
新
潟
県
国
診
協
副
会
長
、
佐
藤

正
幸
看
護
部
長
が
透
析
患
者
に
お
け
る
栄
養

指
導
の
注
意
点
等
に
つ
い
て
口
演
発
表
を

行
っ
た
。

　

２
日
目
は
、
藤
森
会
長
が
施
設
経
営
委
員

会
報
告
と
し
て
、「
令
和
８
年
度
診
療
報
酬

改
定
に
向
け
た
厚
生
労
働
省
へ
の
要
望
事
項

の
分
析
報
告
な
ら
び
に
令
和
６
年
度
国
診
協

施
設
の
経
営
状
況
報
告
」
を
行
っ
た
。

　

開
設
者
サ
ミ
ッ
ト
で
は
「
人
口
減
少
地
域

の
生
活
を
守
る
～
都
市
部
の
未
来
は
今
の
地

方
に
あ
る
～
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
発

言
者
と
し
て
小
川
和
歌
山
県
紀
美
町
長
、
岩

田
同
県
す
き
み
町
長
、
山
下
香
川
県
三
豊
市

長
、
伊
藤
長
野
県
飯
綱
町
立
病
院
長
が
登
壇

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
を
語
っ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
人
口
減
少
社
会
に

対
応
す
る
医
療
Ｄ
Ｘ
～
医
療
Ｄ
Ｘ
に
よ
り
医

療
の
均
質
性
を
高
め
る
～
」
を
テ
ー
マ
に
、

発
言
者
が
各
医
療
機
関
で
の
取
り
組
み
を
発

表
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
和
歌
山
県
立
医
大
の

学
生
と
若
手
医
師
に
よ
る
卒
前
卒
後
に
関
す

る
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。

藤森会長による施設経営委員会報告



令和8年3月（第 42 号） 国診協　に い が た （4）

令和 8年度　行事・会議予定

新潟県国保診療施設協議会・東北地方国保診療施設協議会連絡会議

全国国保診療施設協議会

○新潟県国保診療施設協議会総会	 令和 8 年 7 月 3 日㈮

� 新潟市　自治会館

○東北地方国保診療施設協議会連絡会議（新潟県開催）	 令和 8 年10月 2 日㈮

� 新潟市　新潟グランドホテル

○令和 8年度新潟県国保診療施設協議会医療セミナー	 令和 8 年11月28日㈯

� 新潟市　ガレッソホール

○第40回地域医療現地研究会	 令和 8 年 6 月12日㈮〜13日㈯� 岐阜県郡上市

　　【 メ　イ　ン　テ　ー　マ 】　『集え!ど真ん中、岐阜へ　

� 語れ！わが地域の地域包括医療・ケアを育め!地域の安心とワクワクを』

　　【 会　　　　　場 】　郡上市総合文化センター

　　【 研　修　施　設 】　県北西部地域医療センター国保白鳥病院（郡上市白鳥町）

　　　　　　　　　　  　県北西部地域医療センター国保和良診療所（郡上市和良町）

○全国国保診療施設協議会定時社員総会	 令和 8 年 6 月19日㈮� 東京都内（未定）

○国保直診口腔保健研修会	 令和 8 年 9 月17日㈭� 愛媛県松山市

○第66回全国国保地域医療学会	 令和 8 年 9 月18日㈮〜19日㈯� 愛媛県松山市

　　【 メ　イ　ン　テ　ー　マ 】　『媛（ひめ）が取り持つ未来の地域包括医療・ケア』

� 〜石鎚を望む伊予の国から四国、そして全国へ〜

　　【 会　　　　　場 】　愛媛県県民文化会館（松山市）

　　【 地域交流会会場 】　愛媛県県民文化会館（　〃　）

○地域包括医療・ケア研修会	 日時・場所　（未定）
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新潟県国民健康保険診療施設協議会
運営委員（任期：令和 6年度総会役員改選時から～令和 8年度総会終結時まで）

氏　　名 所　　属 役　　職
藤　森　勝　也 あがの市民病院　院長 会 長

布　施　克　也 国保魚沼市立小出病院
（魚沼市医療公社理事長） 副 会 長

外　山　千　也 南魚沼市病院事業管理者 副 会 長
登　坂　尚　志 柏崎市国保高柳診療所　所長 副 会 長
畠　山　牧　男 上越市国保清里診療所　所長 副 会 長
須　貝　幸　子 新潟県国民健康保険団体連合会 常任運営委員


